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1. はじめに 

本プロジェクトは大阪市大正区に位置する鉄骨ファブ

リケーターの工場に隣接する事務所ビルの新築計画であ

る。（2019 年 11 月着工、2020 年 3 月末竣工予定）（図 1） 

 

2. プロジェクトの課題 

 建築主である鉄骨ファブリケーターが自身の事務所ビ

ルを作るという条件から、本プロジェクトでは建築主が持

つ高いレベルの鉄骨加工技術を示すような建築とするこ

とが求められた。 

 また、組織の規模が拡大する中で、内勤の各部門や工場

で働く技術者など、社員や部署間相互のコミュニケーショ

ンを活性化させることが、プロジェクトの課題であった。 

 

3. ボロノイ分割を用いた設計手法 

3.1. ボロノイ分割を用いた設計 

 プロジェクトの課題を解決するような建築形態として、

本計画では空間の立体的、多面的な繋がりを生み出すボロ

ノイ分割というジオメトリーを採用することとした。 

 建築主から求められた必要諸機能をボロノイ分割の母

点として空間の中に与え、それらの点の垂直二等分面とし

て現れるボロノイ境界面によって各エリアの領域が形成

される形態とした。これにより、室が廊下で繋がるのでは

なく、各領域が立体的に直接繋がっていくような空間構成

を実現している。（図 2） 

 また、ボロノイ分割の境界線を鉄骨の柱や梁といった主

要な構造体として活用することで、ひとつとして同じ角度

がない仕口を持つ３次元的に複雑な鉄骨架構となり、これ

を実現することで建築主の技術を建築の中に表現した。構

造体については、柱、梁、耐震要素、鋼板スラブ等、可能

な限り鉄の架構とし、建築表現として現している。 

 

図 1. 外観パース 

 

 
図 2. ダイアグラム 

 

3.2. コンピューテーショナルデザイン 

 ボロノイ分割を用いた設計を進めるにあたって、建築主

の要望を満たす最適な母点の配置をスタディする必要が

あった。母点の移動は隣接する全てのボロノイ形状に影響

を与え、人の感覚でスタディすることが困難であるため、

本プロジェクトでは、コンピューテーショナルデザインの

手法を採用した。Grasshopper、Rhinoceros、ModeFrontier と

いったプログラムを用い、各エリアや全体の床面積、ボロ

ノイ面の角度、階高、エリアの繋がりなどをアルゴリズム

によって最適化し、約 1 万通りのスタディモデルから条件

を満たすボロノイ形状を抽出し、設計者が意匠的側面も考

慮したうえで最終案を決定した。（図 3） 
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図 3. Grasshopper、Rhinoceros によるスタディ 

 
図 4. BIM による鉄骨架構モデル 

 

3.3. BIM の活用：設計から製作、施工への展開 

 初期の設計段階で決定した形状を実現するため、設計段

階、施工段階では一貫して BIM の活用を進めた。ベースと

なる建築モデル、および建築図は詳細設計段階から

ArchiCAD にて作成した。また、構造体である鉄骨架構モ

デルについては詳細図モデルから施工図に至るまで BIM

（Tekla Structure）で作成した。（図 4）  

これらの設計段階の BIM モデルデータは施工モデルへ

シームレスに展開され、パイプの切断や鋳物型のデジタル

加工機へのアウトプットも一貫して BIM を活用している。

（図 5） 

 これら BIM モデルを中心とするデジタルデータの活用

と工場内で製作する鉄骨部材の大型化、三次元測量の活用

により、建築現場での省力化と施工精度の向上を実現して

いる。（図 6、図 7、図 8） 

 

4. まとめ 

 本プロジェクトではボロノイ分割というジオメトリー

を用いることで水平垂直の座標系とは異なる立体的、多面

的につながる空間の関係性を持つ建築を複雑な鉄骨架構

により実現した。コンピューテーショナルデザインは自由

な建築形態を可能にするが、これを BIM に展開し、設計段

階のみならず、製作、施工段階にもシームレスに繋げてい

くことで、実施プロジェクトでの実践を行った。 

建築分野においてもデジタル技術の高度な活用が急速

に広がっていく中で、コンピューターが合理化、効率化や

シミュレーションの高度化だけでなく、建築の可能性を広

げるツールになると考え、本プロジェクトではその一端を

示すことを目指した。 

 

図 5. BIM を活用した 3 次元加工機による鋳物型 

 

 
図 6. 工場での大型鉄骨部材の製作 

 

 

図 7. 鉄骨建て方 

 

 
図 8. 建築現場 俯瞰写真（2019 年 7 月） 
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